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１．五葉山の豊かな自然を後世へ
　独特の自然環境を持つ五葉山
　三陸沿岸の最高峰，五葉山（ごようざん1,351m）
は，「21世紀に残したい日本の自然100選」，「花の百
名山」，「日本の三百名山」に数えられ，その価値は
高く評価されている。岩手県住田町，大船渡市，釜
石市にまたがり，頂上からは東方にリアス式海岸，
西方には早池峰山，岩手山，焼石連峰，そしてはる
か遠くに鳥海山をも望むことができる。
　ホンシュウジカやニホンザル，ツキノワグマが棲
み，イヌワシが空を舞う。山麓にはブナやミズナラ，
ダケカンバの森が広がりその林床には固有種ゴヨウ
ザンヨウラクやヤマツツジが生えている。頂上部に
はシャクナゲの群落があり，コメツガの原生林は神
秘の世界へと誘う。独特の自然環境を有する五葉山
は，県立自然公園として5,918haが指定されており，
多くの登山者が訪れている。
　五葉山のさし向いにあるのが愛染山（あいぜんさ
ん1,228m）で，住田町と釜石市の境界にあり，五
葉山頂上の「日の出岩」からすぐ目の前に見える。
この山への登山道と山麓の散策路は整備されていな
い。
　森に親しみ，森を慈しむ五葉山自然倶楽部
　五葉山や五葉山麓，愛染山の豊かな自然をいつま
でも後世へ残そうと1998年2月22日に結成したのが
五葉山自然倶楽部である。会員は70名で三つの組織
から構成されている。「緑想会」は森林散策や森林
浴を，「黒岩会」は登山を，「森の文化塾」は歴史や
文化の掘り起こしや美術展，五葉山フォーラムを実
施する。活動の合言葉「親しみながら　楽しみなが
ら」には，他者の存在を認め，尊重することで，充
足感や満足感，ひいては幸福感を交感し合う活動で
ありたいとの思いが込められている。
２．地域の誇り「五葉山」を語り継ぐ
　新聞に「五葉山の魅力」リレーエッセイを連載
　遠くから眺め，登山もし，校歌にも歌われている
五葉山。この地域の人たちはどのように係わり，感
じ，この地域にとってどんな存在なのか―そのこと
を書き綴り，地域新聞『東海新報』への掲載を通し
て，地域のみなさんとともに考え，感じていこうと，
五葉山自然倶楽部創立10周年を記念して企画したの
が「五葉山の魅力」リレーエッセイである。広くエッ
セイを募集し，2008年9月から2010年11月まで109回
にわたって紹介した。書き手は，学生，主婦，農業者，
会社員，公務員，教員，看護師，神社宮司，福祉施
設職員，会社経営者，大学教授，女優，ジャーナリ
スト，映画監督など，13都道府県の20代から80代の
106人である。エッセイには，五葉山の魅力，人生
観や価値観を育んだ五葉山，さらには五葉山のすば
らしさを再発見，再認識した経験が綴られている。
　2年3 ヶ月に及ぶ「五葉山の魅力」リレーエッセ
イの連載でいつも窮したことは，書いてくださる人
を探すことであった。直接会ってお願いし，やっと
書いてくれることを約束してもらうこともよくあっ
た。年輩の方には聞き取りし，文章に綴り，確認し
合いながら原稿を仕上げていく。期限を設けてもそ
のほとんどは期限内には届かない。ときには催促も
しなければならない。週1回のペースでの連載は時
間があるようでもすぐに過ぎてしまい，手元に原稿
がなくなることもたびたびであった。
　長期間継続できたのは，執筆者が自分の書いた掲
載新聞を見て喜んでくれ，読者は掲載を楽しみして
いたからであり，この機会を逃すと「五葉山」への
思いを書き綴る場をあらためて設けることは難しい
と思われたからである。
〈文献解題〉
『それぞれの生きるかたち』～「五葉山の魅力」リレーエッセイ～
千葉修悦
五葉山自然倶楽部事務局長
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　回を重ねるごとに高まっていった関心
　『東海新報』は，大船渡市，陸前高田市，住田町
を主なエリアとする8面構成の日刊紙で，13,700部
が発行され，地域の出来事や行事，経済・社会の動
向を知るうえでは欠かせない新聞である。霊峰，五
葉山をテーマに据えた「五葉山の魅力」リレーエッ
セイには，この山のふもとで暮らし，日々五葉山を
眺めている人たち，登山や山麓散策をした人たちが
登場し，自ずと興味関心を引いた。加えて五葉山に
係わる県内外のさまざまな領域の多彩な方々が執筆
されたことも関心を高めた。
　五葉山への親しみや愛着だけでなく，悲しみや苦
しみをも吐露し，自らの生き方を顧み，自然との係
わりをつきつめて考え，その意味をもつかみ取ろう
とする筆者のひたむきな姿が読者の共感を誘った。
　親しみや愛着，生き物への愛情が綴られる
　五葉山を通してその人の人生が語られる。五葉山
とともに生きてきたのは，住田町上有住の紺野寿美
さんである。紺野さんは，住田町有林の造林事業，
国有林の巡視員，住田町の林野保護員をし，五葉小
学校や上有住小学校の児童，住田高校の生徒を五葉
山麓森林浴公園に案内をしてきた。
　「五葉山のおかげできれいな水が飲め，仕事もす
ることができた。五葉山とのかかわりは小学生のと
きから始まった。明治38年生まれの親父，春松は五
葉山の巡視員として国有林の見回りを託されてい
た。終戦前から親父は私を犬の代わりに山に引っ
張っていった。（中略）私自身，この五葉山に育て
ていただいたのかも知れない。五葉山への愛着は，
かかわった時間の長さと営みの強さでより深まって
いく。五葉山，それは私にとってかけがえのない山
であり，恩人である。」
　大船渡市日頃市町に住む伊藤悦次さんもそうであ
る。伊藤さんは岩手県立自然公園管理人，環境庁の
国立自然公園保護指導員を務められた。「せせらぎ
の音，山々を渡る風，新緑の息吹，彩りを深める紅
葉，静寂さを際立たせる白銀の世界―これら全てが
五葉山麓の恵みである。」と言う。
　ある時，五葉山麓をパトロール中に，生まれたば
かりで，傷だらけのオスの子ジカと会った。元気を
取り戻すまで10カ月自宅で飼育し，山へ戻した。し
ばらくして山中で見たのはやせ細ったあの時の子ジ
カであった。許可を得，自宅で飼った。家族みんな
の愛情が注がれた。晩年は，角の勢いも衰え，餌も
食べなくなっていた。別れは間もなく訪れた。平成
19年12月10日の朝，逝った。出会いから20年が経っ
ていた。
　日々の農作業に追われ登りたくても登れず，ずっ
と遠くから五葉山を眺めていたのは水野昭雄さん。
終戦後，女人禁制が解かれ地元天嶽青年団の男女40
人が登山し，水平線から黄金の光を放つ太陽を今な
お鮮明に記憶している松田誠さん。エッセイにはそ
れぞれの思い出がぎっしり詰まっている。
３．単行本『それぞれの生きるかたち』
　津波で出版社は流失，執筆者3名が犠牲に
　「多くの人たちに読んでもらおう」と全109編を
再構成し，単行本として発行することとした。発行
予定は2011年6月。登山シーズンに間に合わせたかっ
た。しかし，2011年3月11日のあの東日本大震災で，
そうした思いは粉砕された。制作を進めていた大船
渡市のイー・ピックス出版は大船渡湾からすぐ近く
にあり，跡かたもなく消えてしまった。エッセイを
書いてくださった紺野矩男さん，水野久志男さん，
菊池貞次さんが津波で亡くなられた。私は友人知人
を失い，安置所もまわった。ただ悲しく空しく，ぼ
んやりすることもあった。震災から3カ月間はまさ
にそうした日々であった。
　単行本制作に向け，2010年の夏から1篇ごとに「サ
ブタイトル」，「リード文」を付ける準備を進めてき
た。「サブタイトル」はなんとか付けることができ
たが，難儀し，危うくあきらめそうになったのが
「リード文」づくり。はじめは120字としていたが，
どこかモタモタしていてしっくりいかない。字数を
80字にし，3つのセンテンスにすることでリズムも
出てきた。なんとか70篇までは準備できたがそこか
ら先が進まない。1日に1本も用意できない日もあっ
た。そんな中で，109編の章だて，トピックス，グ
ラビア，五葉山案内図についてイメージし，構想し
た。構成，サブタイトル，リード文について，五葉
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山自然倶楽部の仲間や出版社の熊谷さん，新沼さん，
菅野さん，そして東北学院大学教養学部の平吹喜彦
先生にも力を貸していただいた。東日本大震災から
9か月後の12月25日，やっと念願の本『それぞれの
生きるかたち』～「五葉山の魅力」リレーエッセイ
～が出来あがった。多くの人たちの力添えがあった。
　新聞連載の全109編を再構成
　五葉山自然倶楽部発行，イー・ピックス出版の製
本・印刷の本書は，A5版・290頁で，大船渡市の中
井大橋から見る「初冠雪の五葉山」を表紙とした。
巻頭言に，田中澄江氏の「花の百名山」（文春文庫，
1983）を据えた。五葉山案内図には，各登山コース
とその所要時間を記載。カラーグラビアで，頂上部
や山麓，動物，登山や森林浴を紹介。トピックスに，
五葉山にまつわるエピソード14話を入れた。エッセ
イは，「いざない」,「こころ」，
「きずな」の3章で構成。五葉山登山，五葉山麓で
の散策・森林浴・自然観察会，遠くから眺める五葉
山，森と生き物との係わり，亡き人の思い出，自然
と向き合った生き方，共に生きることの尊さなどが
語られている（表１）。
４．読者からのたより
　本書を読んでの感想や印象が寄せられた中か
ら，生き方やその考え方に係わるものを紹介する。
（2012年時点）
　①自然の一部として生きている。（釜石市甲子町
　佐々木節夫さん68歳）
　あの大震災以降，自分の中で何かが変わったよう
な気がします。そのことを如実に教えてくれたのが
『それぞれの生きるかたち』～「五葉山の魅力」リ
レーエッセイ～でした。エッセイを貫いているもの，
それは，生きるかたちは違っても，自然の一部とし
て生きとし生けるもの「ひと」という存在を真摯に
受け止め，それぞれが生きていることです。そのこ
との素晴らしさに気づかされました。
　それだけではありません。五葉山に畏敬の念を抱
き，山からのめぐみに感謝しながら，互いに支え合
い暮らしてきた住田の人びとの姿です。優しさと心
の広さ，そして人々が創り出してきた風土の持つ地
域の奥深さです。
　②心を奮い立たせる（住田町上有住　皆川マツさ
ん67歳）
　自分はいつも健康であるという自信がありまし
た。しかし昨年末，生まれてはじめておなかの手術
をすることになりました。手術への不安，健康への
不安，これから先のことへの不安が一気に押し寄せ，
気持ちが萎えていきました。手術後に手にしたのが
『それぞれの生きるかたち』～「五葉山の魅力」リ
レーエッセイ～です。エッセイの一遍一遍に沢の音，
梢を渡る風，小鳥の声など，自分が登山や森林浴を
した時の情景を浮かべました。
　「もう一度，五葉山登山を」と心を奮い立たせて
くれました。エッセイを書かれた多くの方が力を与
えてくれたのです。この本の持つ奥深さです。手元
に置く一冊となりました。
　③楽しいひととき－病床の夫に読み聞かせ（西東
京市　2度目の脳梗塞で寝たきりの夫を介護してい
る奥さんより）　
　寝たきりの夫（元小学校長65歳）に，巻頭に田中
澄江さんの文があると言うと「『花の百名山』とい
う本を書いた人で山に登るんだよ」と話し出しまし
た。まるで記憶のスイッチが入ったように，生き生
きし，夫と私は『山』の思い出に楽しいひとときを
過ごせました。様々な分野のスペシャリストと思わ
れる方々のすばらしい文に感銘を受けました。
　④生き方の指針（大船渡市大船渡町　大船渡中学
校仮設住宅　平山睦子さん55歳）
　東海新報に掲載された「五葉山の魅力」リレーエッ
セイを楽しみに読み，それを切り抜き大切にしてき
ました。しかしあの大地震による大津波ですべてを
失ったのです。文章を書く手本にもしていただけに
残念でなりませんでした。昨年あのエッセイが本に
なることを知ったとき，失ったものが返ってくるよ
うでとても嬉しくなりました。
　自分の体の細胞の一部になっている言葉がありま
す。大船渡市日頃市町の伊藤悦次さんの「私の中に
生き続ける『ピータ』」～家族と過ごした20年～。「今
日忘れかけている思いやり，いたわり，痛みに寄り
添う気持ちを呼び起こし，本来人が持っている他者
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への思いをいたす心」―私の生き方の指針となり，
私を教え諭しています。大切にしている言葉です。
５ ．『それぞれの生きるかたち』が問い，語りかけ
るもの
　エッセイが発する問い，語りかけるもの，そのこ
との意味について考えてみる。
　1）自然とともにある尊さ
　第一は，自然に包まれていることのすばらしさで
ある。登山や散策は自然との新鮮な出会いや発見を
もたらし，ひとりでに会話を弾ませ，笑顔にさせる。
学校登山や自然観察会，森林浴の行事は，参加者に
地域構想学科からも，松本秀明，平吹
喜彦，佐々木俊三の各教授と，院生の
古河亮介君が寄稿している。
表１　目次構成
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喜びや感動を与えている。自然は安らぎやくつろぎ，
癒しをもたらしてくれるだけでなく，思わぬ出会い
を期待させる。
　第二は，人はみな自然の営みのなかに生かされて
いることである。人生においては，その歩みが順風
満帆であることよりも，そうでない方が多いかもし
れない。嬉しく，楽しく，希望に満ちたときも，落
胆し，失望し，悲嘆するときも自然はしっかりと包
みこんでくれている。自然の営みの姿に学び，教え
られることも多い。ふるさとの風景が生き抜く力に
もなっている。
　第三は，人間性を育んでいることである。おごり
や高ぶり，傲慢さを持つことがあるが，自然ととも
にいることで，素直に，謙虚にさせる。登山などで
自分の体力，気力の限界に挑み，達成感や充足感を
実感する。登山道を外れ道に迷う，思わぬ風雨に見
舞われ，立ち往生する，吹雪と積雪に行く手を阻ま
れる，そんな苦い経験が，人を鍛え，育んでいる。
　エッセイがあらわにしてくれたのは，自然ととも
にあることの尊さである。そのことは五葉山や五葉
山麓，愛染山のすばらしさを後世へ伝えることを設
立理念とする五葉山自然倶楽部の活動に深い意味を
与えているように思う。豊かな自然に親しみ，愛着
を持ち，その魅力を共有する活動において，活動者
自身が学び，教えられ，育まれてきたのである。森
に親しみ，森を楽しむことで，自然の豊かさをいつ
までも後世へ伝えたいという思いは，一人ひとりの
胸の内に形成されていく。「登山」「山麓散策」「美
術展」「フォーラム」東海新報への連載「五葉山」
からの贈り物―『それぞれの生きるかたち』などの
活動がそのことを体現させる場となっている。
　2）持ち続けたい「共生の心」
　エッセイは，登山や森林浴で体験した魅力，感動
を伝えるだけでなく，生き方の根源「共生の心」を
も考えさせる。次の2編は，私たちが忘れかけ，失
いけている「共生の心」を取り戻すことの大切さ，
尊さを問いけてはいないだろうか。
　岩手大学元学長の船越昭治先生から「羨ましい土
着の象徴」と題したエッセイを寄せていただいた。
自然と人との係わり，ありようを自らの経験から次
のように述べている。
　「共生とはお互い一緒に生きたいという想いが原
点。森は何も言わないけれど付き合って共に生きた
い，できるならこれ以上お付き合いしたくない，な
ど森なりの想いがある筈。その想いを聴きとれる感
性と知性は地域に生きる意味を問うことと同じで，
常に磨いてゆくべき筋合いのもの。山折哲雄さんは
『共生と共死は一体のもの，共死まで踏み込まない
共生はいかがわしい』と言っている。
　私は白神山地の世界遺産登録時に得難い経験をし
た。核心地域のコアの部分に入山を認めるか否かで
激論を斗わせ，秋田県側は禁止，青森県側はマタギ
道十数本に限って入山を認める，という方針を取り
決めた。
　両県で対応に違いが出たのは，地域住民の暮らし
の結びつきにあった。奥地集落の崩壊，山稼ぎの後
退は同じように進んだが，青森側ではマタギ，山の
幸採取から山神祭等伝統行事，小学校の自然学習な
ど住民レベルの結びつきが強く，何よりも暮らしと
結びついて山を護ってきたから今の自然生態がある，
という自負があったからである。
　『山に入るなと言われて一番悲しむのは山っこだ
べ。顔っこ見せねば寂しがるべ。そんな “人でなし”
したら死んだ爺さまにおごられる』
　その言葉を聞いて私は決断した。この地域の人達
は，共死のレベルまで踏み込んで白神の山を捉えて
いる。」（pp.250 ～ 251）
　船越先生は，地域の人たちの暮らし，生き方，そ
こに根付いている風土を深く斟酌されたに違いな
い。エッセイを「五葉山を土着の象徴として仰ぐ地
域の人達が羨ましくてならない。」と結ぶ。温厚で
実直な船越先生のじんわりとした温もりが伝わって
くる。
　「共生」についてその根源を考えさせるのは，
2004年記録映画「タイマグラばあちゃん」を発表し，
フライブルグ国際映画祭最優秀ドキュメンタリー賞
などを受賞した澄川嘉彦さんの「力をあわせて立っ
ている」である。
　「ゆっくりとした変化の一方で，雷に打たれたよ
うに，突然あることに気づくことがある。木々を見
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ながらいつものように散歩をしていた時，衝撃とも
言える思いにうたれた。『森の木々はみんなで力をあ
わせて立っている』
　何を馬鹿げたことを，と言われても反論のしよう
がない。言葉では説明できないのだから。理屈では
なく，体全体で感じる森からのメッセージなのであ
る。（中略）
　「私たちの社会はどうだろうか。森の木々のよう
に助け合いの心は生きているだろうか。
　人間は本当に『自立』しているのだろうか。この
ようなことを考えながら，タイマグラの森で暮らし
ている。」（p.243）
　大きめの体をゆったりと構え，静かに語る澄川さ
んは，便利さとはほど遠い緑いっぱいの岩手県川井
村に住んで，生き方の真実を映像で問う。記録映画
「大きな家～タイマグラの森の子どもたち～」もそ
うである。今日の暮らしのゆがみやいびつさに気づ
かせてくれる。
  3）東日本大震災をともに生きる
　東日本大震災は，今なお深くそれぞれの胸にある。
かけがえのない人，親しみや愛着がしみ込んだ街，
思い出がいっぱい詰まった風景をなくしてしまっ
た。その喪失感や無念さ，悲しさから解放されるこ
とはない。今も亡き人やかつての風景が心のなかに
生きている。
　多くの人びとの幸せを奪ってしまったあの震災以
降，生き方や社会のあり方が問い直されようとして
いる。そうした中にあって「五葉山の魅力」リレー
エッセイは，これまでの価値基準への問いを発して
いるように思える。
　第一は，共に存し，共に生きることへの問いであ
る。経済効率が優先し，市場原理主義が貫徹し，文
明が進むほどに人の孤独感，疎外感が増し，救われ
がたくなっていく。多いこと，大きいこと，速いこ
と，強いことが是とされ，そのことが追求される。
その対極にあるものは，忘れられ，置き去りにされ
がちになる。エッセイは問いかける。「自己におい
て，他者とのかかわりにおいて，共に歩むことを大
切にしているか」，「肯定感を持って生きているか」，
「他者の幸せを願う生き方をしているか」と。過度
に進行する競争社会にあって，自己と他者とのある
べき関係を取り戻そうという呼びかけがエッセイに
内在する。
　第二は，豊かさとは何か，という問いである。少
ないこと，小さいこと，遅いこと（ゆっくりである
こと），弱いことのなかにも価値があり，その大切
さにも眼を向けていこうと呼びかける。目に見える
ものだけでなく，見えないものにも気づき，その価
値を見出そうというのである。
　第三は，ひとり一人に「お互いを認め合い，尊重
し，他者へも寄り添って生きているか」と問う。共
に生きることの意味とその内実を伴った生き方や尊
厳ある生き方，そして人としての，社会としてのあ
りようをも深く考えさせる。
　人びとは，いつの時代も，楽しみ，喜び，そして
悲しみ，苦しみ，悩み，もがきながらも，まじめに，
誠実に，思いやりを持って歩んできた。そんな姿を
五葉山は，太古の昔より現在に至るまで見つづけて
いる。五葉山を介し内面世界を綴った『それぞれの
生きるかたち』は，先の見えにくい時代にあって，
一人ひとりが持っているあるべき人間像，社会像を
希求する「内なる力」，共に歩むことを尊重する「共
生の心」を呼び覚ましている。そのことが，きっと
東日本大震災から立ち上がる力となり，確かな明日
を創っていく源となるに違いない。
　エッセイの一遍一遍に，それぞれの生きてきた真
実が語られている。
